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緒 言

トリクロロエチ レンは,不 燃性の低毒性溶剤

として登場 し,脱 脂洗浄,樹 脂溶解,抽 出など

の 目的で広 く産業の場で利用 され るとともに,

強 い麻酔作用 に注 目して外科や産科などでの吸

入麻酔剤 として好んで用いられてきた1)～3)有機

溶剤である.麻 酔剤 として利用されは じめた当

初,有 害 な生体影響についての知見はほとんど

なか ったといって よいであろう.し か し,そ の

毒性に関す る研究の進展 とともに,急 性毒性 に

よって心停止4)～6)や急 性肝壊死7)～9)などを引き

起こすことが明らかに され,現 在では麻酔剤 と

しての適用はほとんどなくなっている.工 業的

用途での使用による急性あるいは慢性 暴露時の

健康障害 に関 して も多 くの報告10)～12)がみ られ,

トリクロロエチレンは今や低毒性 溶剤の地位を

まった く失 うに至 った.

こ うしたなか で,そ れにか わる低毒性不燃性

溶剤 として開発された ものが1, 1, 1-ト リクロロ

エタンである.わ が国においてそれが工業的に

使用 されはじめたのは1960年 代 以降の ことで,

そ の毒性 に関 して も近年 しだいに 多くの知見が

加 えられつつある10),13)～15)が,現 在広 く用 いら

れている工業溶剤のなかでは,急 性お よび慢性

毒性 ともに比較的低 い といえるものの一つにあ

げ られるであろ う.強 い毒性 を示 さない理由 と

して,そ の生体 内におけ る高い安 定性 と呼気中

への排泄が きわめてすみやかであ る16),17)こ と

があげられている.吸 入麻酔剤 としては,麻 酔

作用がやや低 い14)こ とか ら,い まだ用途 をもつ

に至っていないが,高 く評価で きる特性 をもっ

た麻酔性溶剤 といえるのではなか ろうか.

さて,こ れ ら溶剤の急性暴露が血液系値に及

ぼす影響に関 してこれまでの研究業績 をひもと

くと,認 むべ き所見の記載されている報告は き

わめて数少ないように思われる.著 者は,ト リ

クロロエチ レン, 1, 1, 1-ト リクロロエ タンのい

ずれにおいて も,犬 に急性 暴露 させ た場合,白

血球数の著 しい減少が引き起こされることを知

った.さ らに,妊 娠犬にお いては雄犬あるいは非

妊娠犬 と異なってそのような現象 を欠 くことを

見いだ し,ホ ルモ ンの関与 に注 目して追 究 を

行った結果,興 味ある成績 をうることがで きた.

麻 酔性溶剤の生体作用 として特記に価す る所 見

と思 われるので報告する.

実 験 方 法

1.実 験動物

体重8～15kgの 雑 種成犬を使用 した.本 実験

に供 した頭数 は,雄 犬70頭,妊 娠犬5頭,非 妊

娠犬20頭 である.

実 験に当たっては,ペ ン トバルビタール25mg

/kgを 静 注 して麻酔後,気 管 内に挿管 し,レ ス

ピレーター(Aika, R-60)を 用 いて調節呼吸(気

道内圧:吸 気時最大10cmH2O,呼 吸数: 20回/

分)を 行 った.

2.供 試 溶剤ならびに溶剤暴露方法
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トリクロロエチ レン(以 下TCLと 略)お よ

び1, 1, 1-ト リクロロエ タン(以 下1, 1, 1-TCEと

略)を 供 し,い ずれも試薬特級(キ シダ化学製,

純度96%)を 用 いた.

吸 入暴露には,自 家製の溶剤気化器をレス ピ

レー ターの吸気回路 内におき,吸 気中濃度が所

定濃度になるように溶剤気化量を調節 した.所

定濃度200-2,000ppmの 範囲内では,吸 気中溶

剤濃度の変動は4時 間にわたって±3%以 内で

あった.

静 脈内投与には,大 腿静脈 より約10秒/0.1ml

の速 度できわめて徐 々に注入した.

3.採 血 な らびに血液系値の測定方法

採血は大腿動脈か ら行い, 1回2mlず つ とし

た.

白血球数お よび赤血球数の測定は, Burker-

Turk型 計 算盤 ・顕微鏡法によった.ヘ マ トク

リット値 は高速遠心器による毛細管法に よって

測定 した.血 小板数の測定は, Brecher-Cron-

kite法 に よった.白 血球百分率は,血 液普通塗

布標本 をMay-Giemsa染 色 後鏡 検 した.

4.供 試 ホルモン剤

卵胞ホルモン,黄 体ホルモン,男 性 ホルモン

お よび副腎皮質ホルモンとしてそれぞれエス ト

ラジオール(帝 国臓器製),プ ロゲステロン(同

前),テ ス トステロン(同 前)お よびヒ ドロコルチ

ゾン(日 研化学製)を 供 し,ヒ ドロコルチゾン

は静注,そ の他は筋注 した.

実 験 結 果

1. TCLお よび1, 1, 1-TCE 60分 間 吸入暴 露

時におけ る血液系値 の変動

2,000ppmのTCLお よび1, 1, 1-TCEを それ

ぞれ5頭 ずつ の雄犬に60分 間吸入させ,暴 露前

ならびに暴露開始5分 後か ら暴露中止60分 後 ま

で経時的に採血 して,白 血球数,白 血球 百分率,

赤 血球数,ヘ マ トクリット値お よび血小板数 を

測定 した.

図1は,白 血球数 につ いて暴露前の値 を基準

とした場合の推移 を示 したものである. TCL,

 1, 1, 1-TCEの いずれにお いて も,白 血球数は暴

露開始 とともに減少 し,暴 露中減少 し続けて,

暴 露中止時に最低値 を示 した.そ の時点での減

少率は, TCLで は81%, 1, 1, 1-TCEで は69%

に達 した.暴 露中止後は徐 々に増加 に向ったが,

中 止60分 後 においても暴露前の値 までは戻 らな

かった. TCLと1, 1, 1-TCEと で の減少の度合

を比較す ると,表1に 示すごと く有意の差 を認

めたのは暴露10分 後 と暴露中止60分 後の値 にお

いてのみであるが,前 者での減少率 の方が常に

大 きい.し たが って, TCL暴 露 時の方が1, 1, 1-

TCE暴 露 時 よ りも白血球数の減少の度合は大

きい といってよいであろう.な お,溶 剤 を吸入

させ ずに他の実験操作 をすべ て行った対照群 で

は,い ずれの時点において も白血球数に有意の

変動 を認めなか った.

*:暴 露 前値 との 比較 に お い てp<0.05

**:同 上 に お い てp<0.01

図1　 2,000ppm TCLお よ び1, 1, 1-TCE 60分 間 吸 入

暴露 時 に おけ る 白血 球 数 の 経 時 的 変 化 率

表1　 1, 1, 1-TCEとTCLと で の2,000ppm 60分 間

吸 入暴 露 時 に お け る 白血 球 数 変 動 率 の差 の

検 定 結 果

ns: p>0.05, **: p<0.01

白血 球百分率 におけ る推移は,図2お よび図

3の ごと くである.図4お よび図5は,そ の率

と白血球数 とか ら算出 した白血球の種類別数の

推移 を示 した ものである. TCLに お いて も,

 1, 1, 1-TCEに お いて も,す べての種類の 白血球

数に減少が認められ るが,好 中球数の減少が最



麻酔性有機溶剤 トリクロロエチレンおよび1, 1, 1-卜 リ クロロエ タン急性 暴露時におけ る

血液系値の変動 213

も顕 著であることがわか る.

図2　 2,000ppm TCL 60分 間吸入暴露時における

白血球百分率の経時的変化率

図3　 2,000ppm 1, 1, 1-TCE 60分 間 吸 入 暴露 時 にお

け る 白血 球 百 分率 の 経 時 的 変 化率

図4　 2,000ppm TCL 60分 間吸入暴露時における

白血球の種類別数の経時的変化率

図6～ 図8は,赤 血球数 ヘマ トク リット値

および血小板数につ いて,暴 露前の値 を基準 と

した場合の推移 を示 した もの である. TCL,

 1, 1, 1-TCEの いずれにおいても,暴 露中および

暴露中止後のそれには暴露前の値 と比較 して有

意の変動 を認め なかった.

図5　 2,000ppm 1, 1, 1-TCE 60分 間吸 入 暴露 時 にお

け る 白血球 の 種 類 別 数 の 経 時 的 変化 率

図6　 2,000ppm TCLお よ び1, 1, 1-TCE 60分 間 吸 入

暴 露 時 に お け る赤 血球 数 の 経 時 的 変 化率

図7　 2,000ppm TCLお よび1, 1, 1-TCE 60分 間 吸 入

暴露 時 に お け るヘ マ トク リ ッ ト値 の 経 時 的 変

化 率

図8　 2,000ppm TCLお よ び1, 1, 1-TCE 60分 間吸

入 暴 露 時 に お け る血 小 板 数 の 経 時 的 変 化率
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2. TCLお よび1, 1, 1-TCE 4時 間 吸 入暴露

時における血液系値の変動

700ppmのTCLお よび1, 1, 1-TCEを それ ぞ

れ5頭 ずつの雄犬に4時 間にわたって吸入させ,

暴露前ならびに暴露開始30分 後か ら暴露中止時

まで経時的に採血 して,白 血球数,白 血球百分

率,赤 血球数,ヘ マ トクリッ ト値および血小板

数 を測定 した.

暴 露前の値 を基準 として,白 血球数の推移 を

示す と図9の ごとくである. TCL, 1, 1, 1-TCE

の いずれにおいて も,暴 露開始 とともに白血球

数 は減少 したが,暴 露中減少 し続け るこ とな く,

 90分 後 に最低値 を示 した後増加 に向 った.最 低

値 をとった90分 後における減少率は, TCLで

は82%, 1, 1, 1-TCEで は75%で あ った.暴 露中

止時の値は,暴 露前の値にか なり近づいてはい

たが,な おそれ より低か った. TCLと1, 1, 1-

TCEと での低 下の度合 を比較すると,表2に

示す ごとくいずれの時点において も有意の差は

みられないが, TCLで の低下率の方が常 に大 き

か った.

**:暴 露 前 値 との 比 較 に お い てp<0.01

図9　 700ppm TCLお よび1, 1, 1-TCE 4時 間吸入

暴露時における白血球数の経時的変化率

表2　 1, 1, 1-TCEとTCLと での700ppm 4時 間吸

入暴露時における白血球数変動率の差の検

定結果

ns: p>0.05

白血球百分率 におけ る推移は, 2,000ppm 60

分 間吸入暴露時におけ る場合 と同様 であった,

また,赤 血球数,ヘ マ トクリッ ト値お よび血小

板数はTCLで も1, 1, 1-TCEで も有意の変動 を

示 さなかった.

3. TCLお よび1, 1, 1-TCE静 脈 内投与時に

おける血液系値の変動

TCLお よ び1, 1, 1-TCEを そ れぞれ5頭 ずつ

の雄犬に50mg/kg静 脈 内注射 し,投 与前な らびに

投与30分 後か ら120分 後 まで経時的 に採血 して,

白血球数,白 血球 百分率,赤 血球数,ヘ マ 卜ク

リッ ト値および血小板数 を測定 した.

図10は,白 血球数について投与前の値 を基準

とした場合の推移を示 した ものである.前 記の

吸入暴露時 と同様, TCL, 1, 1, 1-TCEの い ずれ

においても,白 血球数は顕著に減少 し,投 与30

分 後 に最低値 を示 して,そ の後徐々に増加 に向

った. 30分 後 におけるTCLで の 減少率 は82%,

 1, 1, 1-TCEで は61%に 達 した. TCLと1, 1, 1-

TCEと での減 少率 の差 は,表3の ご とく投与

30分 後 と60分 後 とにお いて有意であ り, TCL

での 減少の度合の方が大 きい といえる.

**:投 与前値との比較においてp<0.01

図10　 TCLお よび1, 1, 1-TCE静 脈内投与時におけ

る白血球数の経時的変化率

表3　 1, 1, 1-TCEとTCLと での静脈内投与時にお

ける白血球数変動率の差の検定結果

ns: p>0.05, *: p<0.05, **: p<0.01
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白血球百分率における推移 は,前 記の吸入暴

露時 とほ とん ど差のないものであった.ま た,

赤 血球数,ヘ マ トクリット値 および血小板数に

おいて も, TCL, 1, 1, 1-TCEの い ずれで も,同

様に有意の変動 を認めなかった.

4. 1, 1, 1-TCE吸 入 暴露時における白血球数

変動の量-反 応関係

200, 500, 700, 1,000, 1,500お よび2,000

ppmの6濃 度の1, 1, 1-TCEを そ れ ぞれ5頭 ず

つの雄犬に60分 間吸入させ,暴 露前,暴 露後30

分, 60分 の計3回 採血 し白血球数 を測定 した.

図11は,各 濃度の溶剤暴露時につ いて暴露前

の 白血球数 を基準 とした場合の 白血球数 の変動

率 を示 したものである. 200ppmの 溶 剤暴露時

には,白 血球数の有意な変化 は認め られなか っ

たが, 500ppm以 上 では有意 に減少した. 500

ppm以 上 の溶剤暴露時における値について,溶

剤の濃度による差 を検定 した結果は表4の ごと

くである. 30分 間 暴露時 も60分 間暴露時 も, 700

ppm以 上 の場合の減少率は500ppmの 場 合のそ

れ よりも有意に高いが, 700ppm以 上 での減少

率にはどの濃度間において も有意の差は認め ら

れなか った.

*:暴 露 前 値 との 比 較 に お い てp<0.05

**:同 上 に お い てp<0.01

図11　 種々の濃度の1, 1, 1-TCE吸 入暴露時における

白血球数変動率

表4. 1, 1, 1-TCEの 濃度による白血球数変動率の差
の検定結果

各欄 上 段 は30分 間 吸 入 時,下 段 は60分 間 吸 入 時,
 ns: p>0.05, *: p<0.05, **: p<0.01

5.妊 娠 ならびに数種のホルモン剤の前投与

が1, 1, 1-TCE吸 入 暴露時における白血球

数の変動に及ぼす影響

妊娠 犬(推 定妊娠週令5～7週)5頭 に, 700

ppmの1, 1, 1-TCEを4時 間吸入暴露させた場

合の 白血球数の経時的推移 を図12に 示 した.こ

れによると,い ずれの時点において も,暴 露前

の値 と比較 して有意の変動は認め られなかった.

また,白 血球百分率に もほとん ど変化 は認め ら

れなかった.

図12　 妊娠犬での1, 1, 1-TCE吸 入暴露時における

白血球数の経時的変化率

次いで,性 に よる差 を検討するために,非 妊

娠犬5頭 につ いて同様の実験 を行 い,前 記の雄

犬での成績 とともに図示 したものが図13で あ る.

これによると,い ずれの時点での白血球数の減

少率 に も性による有意の差 は認められなか った.

図13　 雄 犬および非妊娠犬での1, 1, 1-TCE吸 入暴

露時における白血球数の経時的変化率

さらに,卵 胞ホルモン:エ ス トラジオール3

mg/kg,黄 体 ホルモン:プ ロゲステロン3mg/kg

お よび副腎皮質ホルモン:ヒ ドロコルチゾン50

mg/kgを それぞれ5頭 ずつの非妊娠 犬に,ま た

男性ホルモン:テ ス トステロン3mg/kgを5頭

の雄犬に投与 した後,同 様の実験 を行 った.図

14は 得 られ た成績 を示 したものである.い ずれ
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のホルモン前投与時に も,白 血球数の有意 な減

少がみられたが,前 投与 を行 わない場合 と比べ

ると,テ ス トステ ロン投与時を除いて 白血球数

の減少程度はかな り小 さいこ とが認め られた.

最 も大きな減少のみ られ る90分 後 と120分 後の

値 を合わせて,差 の検定 を行った 結果は表5の

ご とくである.こ の成績か ら,卵 胞ホルモン,

黄体 ホルモンおよび副腎皮質ホルモンには, 1, 1, 1-

TCEに よ る 白血球数 の減少をお さえるはたら

きがみ られ るが,男 性 ホルモンではその ような

作用が認め られないといえる.

E:エ ス トラ ジオ ー ル 前投 与

P:プ ロ ゲ ス テ ロ ン前 投 与

H:ヒ ドロ コル チ ゾ ン前 投 与

T:テ ス トステ ロ ン前 投与

N:無 処 置,

図14　 数種のホルモンを前投与 した場合の1, 1, 1-

TCE吸 入暴露時における白血球数の経時的

変化率

表5　 ホルモン剤の種類による前投与後の1, 1, 1-

TCE吸 入暴露時における白血球数変動率の

差の検定結果

E: Estradiol, P: Progesterone, H: Hydrocortisone,

T: Testosterone, ns: p>0.05, *: p<0.05,

**: p<0.01

考 察

麻酔性有機溶剤の慢性毒性として,血 液系値

に及ぼす影響に関 しての研究は古 くか ら詳細に

行われてお り,造 血臓器に障害を与 えるこ とに

よって血液系値に変化 を引き起こす い くつかの

溶剤が知 られている. TCLに つ いてみ れば,

貧血がみ られた とす る報告 もみ られ る18～20)が,

現時点においては血液系値には認むべ き変化が

現われない とする見解10),21)～23)が定 説 と思われ

る. 1, 1, 1-TCEの 慢 性暴露時におけ る血液系値

の変化は,否 定的である10),14),15)とい ってよい

であろう.

さて,本 報においてTCLお よび1, 1, 1-TCEの

急性暴露時に観察された白血球数の減少は,注

目に価する ものであった.両 溶剤 とも, 2,000

ppm 60分 間 の暴露によって白血球数は暴露開始

直後か ら減少 しは じめ,暴 露中止時に最大の減

少を示 して,そ の減少率 はTCLで81%, 1, 1, 1-

TCEで69%に 達 した.暴 露中止後は直ちに増

加への転向がみ られ た. 700ppm 4時 間 暴露時

において も,暴 露 開始 と ともに 白血球 数 は減

少に向 ったが,こ の場合 は暴露中減少 し続け る

ことな く, 90分 後 に最低値 を示 した後増加に転

じた.静 注に よって溶剤を直接血中に投与 した

場合 も,白 血球数 は吸入暴露時 とほぼ同様の推

移 をたどり,最 低値は溶剤投与30分 後に現われ

た. 1, 1, 1-TCE吸 入 暴露時について,濃 度 と白

血球数の変動 との関係 をみると, 200ppm付 近

に閾値 をもち, 700ppm以 上 で極値に達する量

一反応関係が認め られた
. TCLと1, 1, 1-TCE

とで の白血球数減少度合 を比較する と, 1, 1, 1-

TCEで の 方が小 さい ことがみ られた.白 血球

数の種類に注 目す ると,い ずれの種類の 白血球

数に も減少がみ られたが,好 中球数 の減少度合

が最 も大 きか った.

このような現象につ いて,こ れ までにみ られ

る報告 を文献によって調べ ると,わ ずかに谷 ら

24),25)によ って述べ られ てい るに とどまるよう

である.そ れによると, 1, 1, 1-TCEを マ ウスお

よびモルモッ トの腹腔内に投与 して1日 後に,

またマウスについて93時 間～2週 間の吸入暴露

後に 白血球数 を測定 して,そ の減少を認めてい

る.そ の成績での白血球数の減少の度合は,著

者の成績 でのそれよ りかな り小 さいよ うに思わ

れるが,本 報において得 られ た溶剤暴露開始直
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後 か らの 白血球数 の経時的推移に基づ いて推測

す るならば,谷 らの値はいったん高度 に減少し

た白血球数が,す でに増加に向っている時点に

おいて測定されたため とみ るこ とができそ うで

ある,な お,谷 らの成績では好中球数には変動

が認め られず,リ ンパ球数のみに減少がみ られ

てお り,著 者の成績 と異なる.な ぜこの ような

相違が現われたのか,現 時点では明 らかにす る

こ とができなか った.

観 察された白血球数の減少はいかなる機転に

基づ くものであろうか.注 目すべ き所 見として,

その減少が溶剤暴露直後か ら現われていること,

さらに4時 間連続吸入暴露時の成績において,

暴露中であるにもかかわ らず 白血球数 は増加に

転ずることがあげ られ るよ うに思われる.こ の

ような推移からみて,観 察 された所見は一過性

の もの と理解す ることができそ うであ り,造 血

臓器の障害は考 えられない.そ こで,血 液中に

おけ る白血球 と溶剤 との接触が白血球の破壊 を

引き起こすことはないであろうか,と の考えか

ら試験管内において血液に溶剤を混 じ,追 究 を

行ってみたが,白 血球に認むべ き変化 はみ られ

なかった.

ここにおいて,血 中 白血球に一過性の分布変

化が起こるのではなかろ うか との推測は許 され

ないであろ うか, TCLも1, 1, 1-TCEも 血 中か

らすみやかに臓器組織に取 り込まれてゆ くこと

は明 らかであ り26),27),その 結果 として生体の防

衛機構 により,流 血中 白血球が臓器組織に動員

されて,体 内における白血球の量に分布変化が

現われる可能性は充分に考 えられ る.分 布 のか

たよりには,臓 器内毛細血管床に トラ ップされ

る白血球の量の増大 も関与 しているか もしれな

い28).今 後 の追究にまつべ き課題 と思われる.

次 に,妊 娠犬においては上記の ごとき1, 1, 1-

TCEの 吸 入暴露 による白血球数 の減少が認め

られないという所 見は,き わめて興味深い もの

といえよう.こ のような妊娠犬に見いだされた

特異性には,妊 娠 とかかわ りのあるホルモンが

関与 しているであろうこ とは容 易に想定で きる

ところであ り,そ こで卵胞ホルモンおよび黄体

ホルモ ンを非妊娠犬に投与 したの ち, 1, 1, 1-TC

Eの 吸 入暴露 を行 ってみると,白 血球数の減少

は明らかに軽度 であ ることが わかった.さ らに

その他のホルモンではどうであろ うか との考 え

から,男 性ホルモンおよび副腎皮質ホルモン前

投与の影響 を検討 してみ ると,男 性 ホルモンは

白血球数の減少をおさえる効果 をまった く欠い

たが,副 腎皮質ホルモンではその効果 を認め る

ことができた.ホ ルモン前投与がどの ような作

用に基づ いて効果 を現わすのか,そ の理 由の説

明は 白血球数の減少機構の解明 とともに今後に

残された命題であるが,女 性 ホルモンあるいは

副腎皮質ホルモンが生体のホメオスタシスの維持

に一つの役割を果た した と解釈することはでき

るであろ う.

結 論

麻酔性の有機塩素 系溶剤 トリクロロエチレン

および1, 1, 1-ト リクロロエ タン を犬に急性暴露

し,血 液系値の変動 を追究 した.ま た,妊 娠犬

での持異性に注目して,二,三 のホルモ ン剤前

投与の影響 を検討 した.

1.卜 リクロロエチレン, 1, 1, 1-ト リクロロエ

タンのいずれにおいて も,暴 露直後か らは じま

る一過性の著明な白血球数の減少 を認めた.赤

血球数,ヘ マ トクリッ ト値および血小板数 には

変動がみ られなか った.

2.白 血球の種類別 にみる と,い ずれの種類

の白血球数に も減少 を認めたが,好 中球数の減

少度合が最 も大 きか った.

3.ト リクロロエチレンでの白血球数の減少

度合は, 1, 1, 1-ト リクロロエタンでのそれよ り大

きか った.

4. 1, 1, 1-ト リクロロエタンでの暴露濃度と白

血球数の減少度合 との間には, 200ppm付 近 に

閾値 をもち, 700ppm以 上 で極値 をとる量-反

応関係が認め られた.

5.妊 娠 犬では1, 1, 1-ト リクロロエ タン暴露

に よる白血球数の減少が現 われなか った.

6.卵 胞 ホルモン,黄 体 ホルモンお よび副腎

皮質ホルモンは, 1, 1, 1-卜 リクロロエ タン暴露に

よって引き起 こされる白血球数の減少 をおさえ

るはたらきを もっていた.男 性ホルモ ンにはそ

の ような作用 を認め なか った.
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Changes in hematologic parameters of dog due to exposure

 to trichloroethylene and 1, 1, 1-trichloroethane

Seiro HIROTA

Department of Surgery Okayama University Medical School

(Director: Prof. S. Teramoto)

Dogs were exposed to either trichloroethylene (TCL) or 1, 1, 1-trichloroethane (TCE)
 in order to investigate the effects of these solvents on hematologic parameters. Further-

more, because of unusual changes in white blood cell counts following exposure of pre

gnant dogs to these solvents, investigation of the effects of several hormones given 
prior to exposure to the solvents was pursued.

The results obtained were as follows.
1. White blood cell counts showed a marked decrease immediately after starting

 exposure to TCL or 1, 1, 1-TCE, though the decrease was temporary. On the other hand
 red blood cell counts, hematocrit values and blood platelet counts showed no changes.

2. While each kind of white blood cell decreased in number, the degree was greatest
 in neutrophils.

3. TCL caused a greater decrease in white blood cell counts than 1, 1, 1-TCE.
4. A dose-response relationship was seen between the concentrations of 1, 1, 1-TCE

 from 200 to 700ppm and the decrease in white blood cell counts.
5. No change in white blood cell counts was observed following the exposure of

 pregnant dogs to 1, 1, 1-TCE.
6. Premeditation with estradiol, progesterone and hydrocortisone had a preventive

 effect on the decrease in white blood cell counts caused by the exposure to 1, 1, 1-TCE,
 but no such effect was seen with premedication of testosterone.


